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年
頭
の
ご
挨
拶 

理
事
長 

小
正
芳
史 

 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
正
月
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
柔
道
女

子
七
八
キ
ロ
級
の
浜
田
尚
里
選
手
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

川
畑
瞳
選
手
を
は
じ
め
日
本
選
手
団
の
大
活
躍
に
よ
り
、

国
民
に
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
経
済

へ
の
打
撃
は
二
年
近
く
続
き
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
世
界
的

な
感
染
状
況
か
ら
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
せ
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
、
当
組
合
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
を
ご
利
用
さ
れ
る
お
客
様

へ
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
大
型

換
気
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
は
高
い
評
価

の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
で
は
展
示
会
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
利
用
が
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
近
く
ま
で

回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対
策
を
講

じ
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
を
地
域
経
済
の
活
性
化
の
発
信
地
と

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

本
年
は
、
昨
年
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向
に
左
右

さ
れ
る
部
分
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
、
治

療
薬
の
開
発
、
承
認
に
よ
り
世
界
経
済
の
自
律
的
な
回
復

基
調
は
維
持
さ
れ
る
見
通
し
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
、
脱
炭
素
の
潮
流
の
加
速
、
働
き
方
改
革
の
推
進

な
ど
中
小
企
業
が
抱
え
る
経
営
課
題
は
山
積
し
て
い
る

状
況
で
す
。 

そ
の
中
で
組
合
理
念
の
も
と
、
組
合
と
組
合
員
は
連
携

し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
に
よ
り
社
会
的
な
責
任
を
果
た
し

つ
つ
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
経
営
基

盤
、
財
務
基
盤
の
更
な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。 

 

昨
年
十
二
月
に
過
去
最
大
と
な
る
令
和
四
年
度
予
算

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
加
え
、

中
小
企
業
対
策
に
も
多
く
の
予
算
が
割
り
振
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
財
政
面
か
ら
の
下
支
え
も
大
い
に
期
待
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
の
干
支
は
「
壬
（
み
ず
の
え
） 

寅
（
と
ら
）」
で

す
。
諸
説
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
壬(

み
ず
の
え)

」
に
は

「
陽
気
を
姙
（
は
ら
）
む
」、「
寅(

と
ら)

」
に
は
「
春
の

胎
動
を
助
け
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
合
わ

せ
る
と
、
冬
が
厳
し
い
ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢

れ
、
華
々
し
く
生
ま
れ
る
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
ま
さ
に
我
々
が
目
指
す
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
な
る

年
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁

栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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塩田知事    下鶴市長 上條支店長 
小正理事長 

 

１
月
11
日
（
火
） 

 
 

 

10

時

30

分
か
ら

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル
に
て
恒
例
の

年
始
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 
今
年
も
お
陰
さ
ま 

 

で
、
県
・
市
、
金
融

機
関
か
ら

80

名
を

超
え
る
参
加
を
頂
き
、

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

国
歌
「
君
が
代
」

と
「
一
月
一
日
の

歌
」
は
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
、

心
の
中
で
の
斉
唱
、

弓
場
副
理
事
長
に
よ

る
組
合
理
念
の
唱
和

の
後
、
会
が
始
ま
り
小
正
理
事
長
の
挨
拶

（
前
述
紙
面
）
に
続
い
て
、
来
賓
の
塩
田 

鹿

児
島
県
知
事
・
下
鶴 

鹿
児
島
市
長
・
日
本

銀
行
鹿
児
島
支
店 

上
條
支
店
長
か
ら
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
の
方
々
か
ら
も
国
政
報
告
を
兼

ね
、
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
今
回
も
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
尺
八
・
福
田
井
山
氏

（
都
山
流
師
範
）、
琴
・
西
園
真
理
子
氏
（
生

田
流
弥
生
会
師
範
）
に
よ
る
新
春
を
寿
ぐ
曲

『
春
の
海
』
・
『
早
春
賦
』
の
演
奏
が
あ
り
、

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

後
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
希
望
を
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
『
上
を
向
い
て
歩
こ

う
』
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
下
堂

薗
副
理
事
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
よ
う
に
」
と
祈
願

の
言
葉
と
と
も
に
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
今

年
も
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
躍
進
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
、
盛
会
裡
に
終
了
と
な
り

ま
し
た
。 

           

 

         

    

                

     

             

         

12
月
９
日
（
木
）
鹿
児
島
高
牧
Ｃ
Ｃ
に

お
い
て
、
組
合
員
・
金
融
機
関
15
名
が
参

加
し
て
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。玉
利
副
理
事
長
か
ら
開
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
８
時
32
分
に
ス
タ
ー
ト
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
あ
り
、

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
上
位
の
成
績
は
左
記
の

通
り
。 

 

11
月
８
日
（
月
）
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
２
階
大
会
議
室
に
て
、代
表
者
会
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
有
限
会
社
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
ク
代
表
取
締
役 

荒
添
美
穂

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
中
小
企
業
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
』
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
代
表
者
会
・
金
融

機
関
協
力
会
と
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
を
鑑
み
、
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、Ｄ
Ｘ(

デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

と

は
何
か
、ま
た
Ｄ
Ｘ
が
な
ぜ
中
小
企
業
に
必

要
な
の
か
等
に
つ
い
て
、中
小
企
業
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
実
際
に
携
わ
っ
た
経

験
や
実
例
を
交
え
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

組
合
員
の
中
で

も
関
心
度
が
高

い

内

容

で

あ

り
、
出
席
者
か

ら
は
積
極
的
に

質
問
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

順位 氏　名 企業名 NET

優勝 萩 元 直 樹 鹿児島信用金庫 74.0

2位 上村俊一郎 南九州ﾄｰﾖｰﾀｲﾔ㈱ 74.6

3位 濵 田 輝 昭 鹿児島相互信用金庫 74.8

4位 角田幸大郎 ㈱二葉園芸種苗 75.0

5位 和 田 博 文 ㈱サンケイグリーン 76.8

12
月
２
日
（
木
）
日
本
赤
十
字
社
よ
り

組
合
員
の
株
式
会
社
Ｍ
ｉ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ
に
金

色
有
功
章
、
そ
し
て
弓
場
副
理
事
長(

弓
場

貿
易
株
式
会
社 

社
長)

に
日
本
赤
十
字
社

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
章
及
び
感

謝
状
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
対
し
多
額
の
寄 
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(左)㈱Ｍｉｓｕｍｉ 今田本部長  

(中)弓場副理事長 

(右)日本赤十字社 鹿児島地区 

上之園副地区長  

               

            

支店長 福谷 英慈 
卸本町支店 

ま
す
。
12
月
６
日
に
川
原
自
動
車
部
品
商

会
が
指
定
す
る
鹿
児
島
国
際
大
学
の
会
議

室
に
お
い
て
寄
付
金
贈
呈
式
が
執
り
行
わ

れ
、
川
原
裕
次
郎
社
長
か
ら
「
将
来
を
担
う

学
生
が
、
よ
り
高
度
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
人
材
育
成
に
役
立
て
て
下
さ
い
。
」
と

の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
鹿
児
島
銀
行
卸
本
町
支

店
鳥
丸
支
店
長
と
共
に
鹿
児
島
国
際
大
学

大
久
保
学
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

付
を
し
、
赤
十
字
事
業
の
進
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
個
人
・
法
人
等
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

当
組
合
員
の
株
式
会
社
川
原
自
動
車
部

品
商
会
が
11
月
12
日 

鹿
児
島
銀
行
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
私
募
債
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ

の
「
か
ぎ
ん
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
」
は
発
行
額

の
一
定
割
合
を
原
資
と
し
て
「
私
募
債
発
行

企
業
」
が
指
定
す
る
学
校
・
団
体
へ
鹿
児
島

銀
行
が
寄
付
・
寄
贈
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
こ
の
私
募
債
発
行
は
、
資
金
調
達
だ
け

で
な
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
団
体
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
、
社
会
的
な
問
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
も
の
で
も
あ
り 

 

事
務
局
長 

花
山 

和
久 

十
月
一
日
よ
り
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
花
山
和
久
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
兵

庫
県
相
生
市
、
現
在
の
自
宅
は
熊
本
で
す
。

就
職
後
、
岡
山
、
東
大
阪
、
熊
本
、
名
古
屋
、

久
留
米
、
東
京
、
奈
良
と
転
勤
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
鹿
児
島
中
央
駅
に
降
り
立

っ
た
時
「
若
き
薩
摩
の
群
像
」
を
目
に
し
、

日
本
の
近
代
化
は
鹿
児
島
か
ら
始
ま
っ
た
と

思
い
起
こ
す
と
同
時
に
鹿
児
島
の
力
強
さ
を

感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま

し
た
。
着
任
後
、
小
正
理
事
長
を
は
じ
め
組

合
員
の
皆
様
の
組
合
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

お
聞
き
し
、
歴
史
あ
る
組
合
で
働
け
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
当
組
合
は
私

が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
組
合
に
比
べ
、
事

業
・
財
務
基
盤
や
組
合
活
動
は
非
常
に
優
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
引
き
続
く

コ
ロ
ナ
禍
、
脱
炭
素
、
Ｉ
Ｔ
化
、
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
社
会
・
経
済
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
、「
こ
の
地
を
愛
し 

共
に
繁
栄
」
の

組
合
理
念
を
第
一
に
、
変
化
に
伴
う
課
題
に

取
り
組
み
、
未
来
の
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
が
よ
り

良
く
な
る
よ
う
事
務
局
運
営
に
貢
献
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

(左)鹿児島銀行 鳥丸支店長 

(中)㈱川原自動車部品商会 川原社長   

(右)鹿児島国際大学 大久保学長 
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本年もよろしくお願い申し上げます 

がん全身検査（ペットがんドック）でご安心を 
（割引制度があります オロシティー事務局へご相談下さい） 

 
厚地記念クリニック         

PET（ペット）画像診断センター 

照国町 12-1 TEL：099-226-8871 

 

鹿児島県火災共済協同組合 

●まごころ共済 ●生命傷害共済 ●自動車共済 

●火災共済 ●医療総合共済 ●傷害総合共済 
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【４年２月】 

１日(火) 理事会 

【４年３月】 

１日(火) 理事会 

 

10
月
１
日
（
金
）
理
事
会
開
催
後
、
オ
ロ
シ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
第
３
展
示
場
に
て
、
商
工
中
金

鹿
児
島
支
店 

次
長
内
田
一
平
様
を
講
師
に
お

招
き
し
、
『
事
業
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
事
業
承
継
を
取
り
巻
く 

望
ま
れ
る
行
動
な
ど
チ
ー
ム
運
営
の
基

本
を
学
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
問
題
解
決

能
力
な
ど
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
求
め
ら
れ

る
基
礎
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
受
講
者
は
３
社
か
ら
26
名
、
研
修
は

毎
回
10
時
～
17
時
で
行
わ
れ
、
計
４
日

間
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
月
17
日
に
第
１
回

目
が
開
催
さ
れ
、
丸
一
日
と
い
う
長
丁
場

で
す
が
、
受
講
者
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

等
、
積
極
的
に
発
言
し
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

１
月
17
日
（
月
）
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

と
連
携
し
、
同
校
が
提
供
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト

ゼ
ミ
を
利
用
し
た
「
若
手
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
」
を
開
講
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
で
は
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
及
び
リ
ー
ダ
ー
候
補
の
方
々
に
対
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
の 

次
回
の
コ
ー
ス
は
左
記
内
容
に
て
実
施

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

◇ 

『
表
計
算
ソ
フ
ト
マ
ク
ロ
で
定
型
業
務

を
自
動
化
』 

日
程 

２
月
17
日
・
21
日
・
24
日 

定
員 

15
名
程
度 

 
 

※
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
を
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
方 

会
場 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
会
議
室 

備
考 

１
月
13
日
募
集
案
内
配
布
済 

申
込
締
切
２
月
２
日(

水) 

今
年
度
も
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

か
ら
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
委
託
団
体
の

指
定
を
受
け
、
11
月
に
２
日
間
に
わ
た
り

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
経
営
塾
（
生
産
性
向
上
支

援
訓
練
）『
相
手
に
伝
わ
る
プ
レ
ゼ
ン
資
料

作
成
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

の
向
上
を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス
は
今
年

度
が
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
し

た
が
、
受
講
募
集
案
内
後
す
ぐ
に
定
員
を

満
た
す
状
況
と
な
り
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上

に
つ
い
て
の
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。 

 

 

環
境
や
実
例
に
基

づ
い
た
各
種
制
度

等
の
活
用
方
法
、

Ｍ
＆
Ａ
の
流
れ
か

ら
実
際
の
成
功
事

例
・
失
敗
事
例
に

つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
事
業

承
継
に
課
題
を
抱

え
る
組
合
員
も
あ

り
、
有
意
義
な
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。 

【４年４月】 

７日(木) 新入社員合同歓迎式 

【４年５月】 

３０日(月) 通常総会 

 

【代表者変更】 
  ・日清商事株式会社（令和３年８月受付） 
    代表取締役社長 吉田禎之 
     →代表取締役社長 佐藤 晋 
  ・南九州酒販株式会社（令和３年１２月受付） 

代表取締役 川口繁人 
   →代表取締役 迫 利幸 

新しい年を迎え謹んでお慶び申し上げます。 

さて、今年に入り、日本でも新たな変異株によるコロナ

感染が急拡大し、今後も予断を許さない状況であります。

しかしながら、コロナ収束後の未来を信じて一人一人が

行動していかなければならないと強く感じているところ

です。今年は北京冬季オリンピックが開催される年でも

あり、世界に明るいニュースが増える1年になるよう祈念

しております。 広報研修委員会 委員長 玉利 佳久 

12
月
８
日
鹿
児
島
南
警
察
署
に
て
鹿

児
島
情
報
高
等
学
校
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

の
学
生
が
作
成
し
た
電
光
掲
示
板
の
点
灯

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
式
は

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
出
発
式
も
兼
ね
て
お
り
、
白

バ
イ
隊
等
が
参
加
す
る
盛
大
な
式
と
な
り

ま
し
た
。
式
の
中
で
鹿
児
島
南
警
察
署 

署

長
か
ら
同
校
の
代
表
者
へ
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
掲
示
板
の
設
置
に
よ

り
、
地
域
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
が

向
上
し
、
交
通
事
故
が
減
少
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

＜設置された電光掲示板の前にて＞ 

（左）鹿児島県交通安全協会南地区協会 

   会長 米盛 司郎 氏 

（右）鹿児島南地区安全運転管理協議会  

会長 玉利 佳久 氏 

（当組合副理事長）  
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第１回 オロシティーフォトコンテスト 応募要領 

１．審査方法  ◆鹿児島総合卸商業団地協同組合 正副理事長、オロシティーフォトコンテスト実 

         行委員会(プロカメラマンを含む)にて審査いたします。 

２．応募資格  ◆鹿児島総合卸商業団地協同組合 組合員企業の関係者（従業員・パート、その家族、取引先 

企業等）であれば応募は自由です。       

３．作品規定  ◆自然風景・アウトドア風景・クラブ、グループ活動・家族写真 など 

        ◆撮影期間は問いません。(応募期間以前に撮影した写真でも可） 

        ◆単写真のプリント応募(組写真は不可) 

        ◆応募/プリントサイズについて 

        ・2L サイズで応募いただき、入賞された作品は、当方にて展示用サイズにプリントいたしま 

すので、データのご提供をお願いいたします。 

         （データ提供は審査後に連絡します） 

        ・作品はプリントのみの状態で応募ください。 

        ・応募作品は未発表の写真に限ります。 

        ・他のコンテストへの二重応募または類似作品とみなされる作品は失格とさせていただく 

場合がございます。 

        ・被写体が人物の場合、ご応募に関しては必ず本人(被写体)の承認をいただいてください。 

また、被写体が未成年の場合は親権者の承認をお願いいたします。 

        ・他人の著作権、肖像権を侵害するような行為が行われた場合、それらに関するトラブル 

の責任は一切負いかねます。 

        ・応募者本人が撮影し、すべての著作権を有している写真に限ります。 

        ・入賞決定後に違反などが判明した場合には、入賞を取り消しさせていただく場合がござい

ます。 

        ・応募写真を極端に画像処理・加工された作品は対象外とさせていただきます。 

４．応募方法  ◆応募枚数 一人 2 点まで。 

        ・応募写真の裏側に上下を確認して応募用紙(表面)をセロハンテープにてしっかりと貼付け 

てご応募ください。のり付けは、写真が波打つ恐れがありますのでご遠慮ください。 

        ・郵送または直接、オロシティー事務局[鹿児島市卸本町 6-12]へご持参ください。 

５．出品料   ◆無料 

６．応募作品の ◆応募作品の著作権は撮影者に帰属します。 

  著作権・  ◆オロシティーフォトコンテスト事務局は入賞作品を無償で使用する権利を有します。 

  使用権   ・入賞作品は主に以下の目的で使用します。 

        〇オロシティー広報宣伝物（ホームページ・オロシティーニュース表紙・ポスター・チラシ

等の印刷物）※撮影者の氏名を表示する場合があります。 

７．応募作品  ◆応募作品に関しては、原則返却いたしませんのでご了承ください。 

  の返却    ※応募写真の返却を希望される方は、必要金額分の切手をお貼りいただいた封筒を同封く

ださい。 

８．入賞    ◆入賞された方の賞金・賞品は、原則本人へお渡しいたします。 

         但し、遠方またはご自身の理由でお越しになれない場合は送付させていただきます。 

         その際の送料・振込手数料は入賞者負担とさせていただきます。 

９．審査発表  ◆入賞者へは直接郵送にて内定のお知らせをいたします。 

         コンテスト審査発表は令和 4 年 5 月を予定しております。入賞作品の画像データをご提出

いただきます。データは返却いたしませんので、コピーを保存いただきご送付ください。

期限までにデータのご提出がない場合には、入賞を取り消しさせていただくこともござい

ますのでご了承ください。 

10．その他   ◆応募用紙に記載させていただく個人情報は、入賞通知、賞品の送付等、運営に必要な範囲

にて使用いたします。入賞者以外の個人情報は審査終了後、破棄させていただきます。 

 


